
飯田日中友好協会泰阜支部定期総会が開催されました。
飯田日中友好協会泰阜支部

(木下藤恒会長)では、５月２

３日泰阜村のあさぎり館にお

いて、泰阜村長他大勢の来賓

が出席する中、2018 年度定期
総会を開催されました。総会

では、2017 年度事業、会計報
告、2018年度事業計画が審議されました。2018年度は、飯田

日中本会の訪中事業への参加協力をはじめ、満蒙記念館見学、

村内の開拓の歴史を伝える会などへの支援等が計画されてい

ます。また、大八浪会(泰阜村開拓団帰国者の会)の中島利会

長が、開拓地であった大八浪から方正県までの逃避行につい

て、ＤＶＤを上映しながら自らの体験を発表しました。

満蒙開拓平和記念館開館５周年記念事業

記念館の無料開放と餃子づくり交流会が行われました。

満蒙開拓平和記念館では、去る５月４日開館５周年を記念
して、無料解放を行うととも
に、中国帰国者の皆さんなど
を講師に記念館に訪れた皆さ
んと一緒に水餃子づくりを楽
しみ、交流しました。
また、寺沢秀文館長が開館

からの５年間を振り返る講演
を行うなど、当日は県内外か
ら２００名を超える来館者が
ありました。

日中平和友好条約締結４０周年記念事業

中国訪問事業のご案内

飯田日中友好協会では下記のとおり中国訪問事業「中国東

北部(方正、大八浪)友好訪問の旅」を計画しております。ぜ

ひ大勢の会員のご参加をお待ちしています。

１ 旅行日 ９月５日(水)～９月９日(日)

２ 旅行先 樺南県大八浪郷(泰阜村開拓団跡地)

ﾊﾙﾋﾟﾝ731部隊記念館、方正日本人公墓他

３ 旅行費用 １７５，０００円

成田空港までの交通費を含みます。

その他１人部屋希望は別途料金が必要です。

４ 定員 ２５名

５ その他 日程等の詳細は別添チラシをご覧ください。

旅行に参加を希望される方は、６月３０日までに

下記事務局までご連絡をお願いします。

(飯田日中事務局 池田真理子 携帯090-4094-2084)
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2日(土）飯田日中友好協会定期大会/阿智村
2日(土）日中平和友好条約締結40周年記念講演会/阿智村
4日(火）阿智村サロン教室/阿智村公民館
10日(日)長野県日中友好協会女性青年委員会定期大会/松本市
21日(木）ピースラボ定例会/満蒙開拓平和記念館
26日(火)豊丘サロン教室/豊丘村はつらつ
28日(木)在日中国人殉難烈士慰霊法要実行委員会/飯田市
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先月５月の活動日誌
2日(水）中国養父母連絡会胡会長講演会/ホテル弥生
4日(金）阿智サロン教室/満蒙開拓平和記念館
4日(金）満蒙開拓平和記念館開館5周年ｲﾍﾞﾝﾄ/記念館
9日(水)飯田日中役員選考会/喬木村福祉センター
14日(月)豊丘サロン教室 京田辺市との交流会

/豊丘村はつらつ
17日(木)長野県日中友好協会定期大会/長野市
24日(木）ピースラボ定例会/満蒙開拓平和記念館

飯田日中友好協会 第56回(2018年度)定期大会を開催しました
飯田日中友好協会は６月２日、第５６回２０１８年度定期大会を「阿智村コミュ

ニティーセンター」において、会員等５０名が出席して開催しました。 清水会長は、

前年度の飯田日中の事業の成果を振り返るとともに、「今年は日中平和友好条約締結

４０周年の年、日中の更なる友好を深める活動をすすめたい」とあいさつし、今年

度の事業への意欲を語りました。来賓を代表して飯田市長（代理男女共同参画課長

土屋美那氏）は、「飯田日中の活動が日中両国の架け橋となり、友好関係を築くこと

を期待したい」と述べられ、飯田保健福祉事務所長（代理副所長田村浩司氏）、長野

県日中友好協会長(代理事務局長布施正幸氏)からも祝辞をいただきました。

議事では、本会、女性委員会、青年委員会のそれぞれの2017年度 の活動報告、決算報告、会計監査報告が承認

された後、2018年度の活動方針、予算を採択しました。2018年度の重点事業として、日中平
和友好条約締結４０周年を記念して、記念講演会の開催、平岡ダム「強制連行中国殉難
烈士慰霊祭」や中国東北部への訪中事業の実施、満蒙開拓平和記念館のセミナー棟（仮
称）増築への協力などが予定されています。
第二部は、日中平和友好条約締結４０周年、満蒙開拓平和記念館開館５周年の記念事業と

して、中国社会科学院哲学研究所教授である藤原素子さんを講師に講演会を開催しました。「出
会いでつなぐ日中友好」と題して行われた講演会では、満蒙開拓関係者や研究者なども大勢聴講

する中、講師自らの中国での生活体験や現地の人々との深い絆が語られ、感動して涙を浮かべる

参加者の姿もみられました。会場には、講師と同じ研究所で働いていた日本人残留孤児で、小説

「大地の子」の主人公「陸一心」のモデルの一人とされる清内路出身の原博昭さん(中国名「劉

奔」さん)の弟である原裕一さんの姿もあり、講演後には、兄の中国での活躍ぶりを講師ととも

講演する藤原素子さん に懐かしんでいました。第三部では、昼食をとりながら和やかに会員同士の交流が行われました。


